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来
年
四
月
中
旬
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・

ソ
連
大
統
領

川

←
川
の
訪
日
は、

長
年、

停
滞
を
続
け
て
き
た
日
ソ
関
係

川

向
酬

を
軌
道
修
正
し
て、

本
格
的
な
発
展
の
道
に
乗
せ
る

川

；
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P
川

転
機
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

日
ソ
聞
の

川

州

最
大
の
懸
案
で
あ
る
北
方
領
土
問
題
打
開
の
突
破
口

州

川

を
聞
く
の
に、

ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
だ。

そ
こ
で、

川

川

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
に
先
だ
っ
て、

ソ
連
問
題
に
詳
州

川

し
い
日
本
人
学
者
七
人
に
よ
る
座
談
会
を
聞
き、
日
ソ

川

川

関
係
改
善
の
具
体
的
な
提
言
を
し
て
も
ら
っ
た
。

川

ーl来年
四
月
中
旬
のゴ
ルバ
チ

ョ
フ・
ソ

述大統領
の
訪日
を
契機

に 、
日
ソ
関係が
大
き
〈
動〈こ
t

が
予
測さ
れ
る 。
ま
ず 、
戦後の日

ソ

関係を
ど
う
見るか 。

和
回
戦後の
日
ソ
関
係は 、
日

米
関係の
系
だっ
た 。
日
本に
とっ

て
は
対
米
関係が
E
V子 、
サン
フ

ラ
ン
シ
スコ

議和条約t
t
もに
日

米
安
保
条

約締結の
道
を
進ん
だ 。

一
九
五
五
年か
ら
始
まっ
た日ソ
国

炎

回復究渉につ
い
ては・』
のため 、

「時
期
尚
早
論」
が
出て 、
国内
的に

b
め
た
のち 、
五
六
年の日
ソ
共
同

山
HJに
よっ
て
国交が
樹立
し
た 。

合
井

義
夫
（工
学
院
大
学
教授）

木
村

浩
（静岡
県
立
大
学
教授）

木
村

汎
（
北
海
道
大
学
教授）

佐
藤

経
明
（
塁－大
学
教授）

中
嶋

嶺
雄（
東京
外
国
語
大
学
教授）

西
村

文
夫
（静岡
県立
大
学
教授）

和
国

春
樹
（
雲大
義
援）

司
会
白
井
久
也
（
朝
日
新聞編集委
員）

H
以
上 、
五
十
音
順

し
か
し 、
領土

問嬰L
衝
突し
て 、

そ
の
後の日
ソ
関係は
不
活
発
な
状

態に
なっ
た 。
米ソ
関係が
劇
的
な

転換
を
し
た
状況
の
下で 、
日
本
t

し
では日

米関係党副操に
し
なが

ら 、
ロソ

関係を二
国間の
問
題
t

して 、

点剣に
打
開し
てい
〈
条
件

が
で
き
た
と
思
う 。

今井
ソ
連
は
政
治的に
は 、
米

国のプ
リズ
ム
を
通し
て
しか
物が

見え
ない 戸仰が
あっ
たが ‘
日
露
戦

争
以
来のソ
述に
対
す
る
反
共
的
な

見
方が 、
日
本の
風土
の
中に
定若

し
てい
て 、
そ
れが
長い
間政
府
の

対ソ
政
策の
万
針
だっ
た 。
ゴ
ルバ

チョ
フ
のペ
レ
ス
トロ
イカ
の
成
否

は
別に
し
て 、
ソ
述
の

内総が
オ
ー

プ
ン
に
なっ
たこ
t
は 、
大
き
な怠

昧が
ある 。

木
村（
汎）
日
y
関
係
の
現
状

は 、
恕
怨に
は
ほ
ど
返い
り
れ
E
’也 、

そ
れほ
ど
必
〈
な
に
政
治
外
交
ト ．

は

平和条
約、』
そ
結ん
でい
ない
が 、

国交正
常
化は
緯国よ
りも三
卜
凶

笹川に
行わ
れ
て 、
経
済’u 、
日
本

は
西
側の
貿易バ
l
トナ
ー
とし
て

は
ド
イツ 、
フ
ィ
ン
ラン
ドに
次い

で
第三
位 。
文
化的に
も
文

化協疋

が
結ば
れ 、
大
九千院
生の
交流tか

A－4術文化交流
も
あ
り 、
こ
の
間モ

ス
ク
ワ
で
聞か
れ
た「日

本文化必

間」
では 、
花
火
や
茶道の
ほ
か
に

北ぬ三
郎ショ
ウ
ま
で
行わ
れ
た 。

し
か
し 、

戦後四
卜
五
年たっ
て 、

宇和
条約が
ない
の
はノ
ーマル
t

は
・パえ
ない 。
そ
の
点で
平和
条約

の
締結は 、
ニ

間関係の

革本的
な

最小

限度で 、

円以大の
枠
組
み
だ
t

早フ。西
村
物 ぃ引を

現実的に
与え
て

み
て 、
日
ソ
関係が
こ
うい
う
関係

で
ある
の
は 、
そ
れ
な
りに
必
然の

協れ
だっ
た
t
思
う 。
ゴ
ルバ
チョ

フが
政
権を
とっ
て六
年たっ
たが 、

あ
t
の
三
年に
なっ
て
よ
う
や
く 、

uソ
関係
の
物理
的
な
な昧
で
の
彼

近
条
件が
出てき
た 。

佐
藤
和
国さ
ん
は 、
日
y
関係

は日
米
関
係の
系
だっ
た
tad－因
わ
れ

たが 、
同
時に
y
述の

国内情勢の

系
とい
う
側
磁が 、

相当
強
かっ
た

と
思
う 。
例え
ば
五
六
年の
ロソ
国

交
回復の
t
きに
こ
ね
返
還は
決
ま

っ
てい
た 。
tこ
ろがhハ
O
年の
安

保改｛
長ι 、
そ
れ
は
向こ
う側の一

万的
な食
言に
なっ
た 。
そ
れに
も

か
か
わ
ら
ず
そ
れは
E
恋
く
なかっ

た日
本
の
対ソ

時前が 、

急激に
恋

く
なっ
た
の
は 、
六
八
年の
チエ
コ

の

川市が介
入
以
降
だ F
だが 、
そ
れ

もペ
レ
ス
トロ
カ
の

危機を
兄て 、

「
媛助
な
く
して
改革
なし」
と 、
欧

米がゴ
ルバ
チョ
フ
支
媛に
釆り
山山

す
とい
う

対外条件の
変
化
を
受け
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て －
H
本
の
対ソ
観もか
な
り
動い

て
きた 。
ある
意
味
で
は 、
日
ソ
関

係

改善を
図る

好機で
も
ある 。

中
嶋
新
しい
ソ
速が
生
ま
れ
出

て
き
たこ
tに
よっ
て 、
日
ソ
関
係

は
す

hふ由
ま
でい
か
ない
に
し
て

も 、

改善の
余
地は
相当
ある
の
で

は
ない
か 。
経
済規
模は
中国
よ
り

ソ
速
の
方が 、
か
な
り
大
きい 。
そ

の
意
味で
は
日
ソ
関
係

は潜在性に

比して 、
現
状
は
まだ
不
十
分
で
は

ない
か
t
思
う 。

国
益
を
損
な
う

こ
元・
三
元
外
受

lly
速
の
対日
政
策 、
日
本
の

対ソ
政
策を
E
う
評
価す
るか 。

木
村（
汎）
ソ
泌は

欧米中
心
ヒ

ぷ的
な
外交
をご
く
最
近に
至
る
ま

で
絞け
た 。
ア
ジ
ア
特に
日
本
を
軽

視
し
た 。
ソ
速
の
他国の
国力
評
価

は
事事
力 、

資品師 、
人μ
とい
っ
た

ハ
ー
ド
ウェ
ア
中心
の
兄
万で 、
人

間
の
自に
見え
ない
創
造
力 、

指導

性 、
国

農栴といっ
た
唯
物
史
観

で
は
十
分
評
価で
き
ない
点に 、
あ

まり
目
配
りし
なかっ
た 。
そ
の
た

め
に
日
本
の
戦
後の
成
，LX
や
発
展を ‘

見
落と
し
た
の
で
は
ない
か 。

佐
藤
ソ
速
の

伝統的

思考て

臼
分
の
思
惟する
ものが
正
しい
t

い
う
考え
方が
あっ
た
と岡崎
う 。
n

中平和
条
約が
先行す
る
と 、「日
米

中の
対ソ

包関陣だ」
と一言
う 。
ま

さ
に
極端
な
被
害
妄想 。

中
柏崎
ソ
速が
あ
まりに
も
被害

』
語ωだ
とい
う
の
は 、
逆に
言
うと

ヨ
時の
巾
由は
「

反覇権外交」
を 今弁義夫氏

露骨に
やっ
て
い
たか
ら 、
ソ
述が

そ
う
思
う
の
も無
理が
ない
よ
う
な

れが
す
る
（
笑い） 。

西
村
日
本が
対ソ
外
交
を
やる

受尺
誰が
イニ
シ
77
ィ
プ
を
と

っ
て
や
る
のか 。

北朝
鮮
の
問題
と

同じ
よ
う
なこ
とが 、
ソ
連と
の
聞

係
て
チ
ラ
ホ
ラ
山山て
きつ
つ
ある 。

ニ一川 、
コマバ
外炎
は
日
本
の
悶濯
を

加
な・フ 。

中
嶋
政
府
自
身が
だ
ら
し
ない、

ため 、
自
民
党の
各派
閥が
北
朝
鮮

やソ
述に一
点
釣
り
さ
れ
る
よ
う
な

状
況に
なっ
て
い
る 。
ソ
速が
安倍

派に
伝え
たこ
ね
返
還の
問組
も 、

ソ
述側に
問題が
あっ
た
よ
り
も ‘

日
本
の
国内
政治
の
生
央い
思必が

あっ
て 、
そ
れ
で
あ
あい
う
問題が

山山
て
きて
ギク
シ
ヤ
ク
し
ちゃっ
た

ん
じ
ゃ
ない
か 。

ーー
まさに
外
交
の一
元
化が
前一

変だ
が 、
日
ソ
両国
の

外務省に
ま

か
せ
て
お
い
た
ら 、
何
も
動か
ない

（
笑い） 。

浩氏

佐
藤

行僚機構は
ソ
述だ
争フ

が
日
本だろ
うが 、
似
た
とこ
ろが

ある
わ
け
で 、

高度
な
政
治
判
断、

派
閥

力学で
ない
政
治
の

指導性が

や
は
り
必
要だ 。

木
村（
浩）
ソ
述

外務省はペ
レ

ス
トロ
カ
さ
れて
い
ない
部
分が 、

非
常じ
残っ
て
い
る 。
領土
問題
は

全
体的に
柔軟に
なっ
て
きてい
る

か 、
「綴上
問組
は
作在し
ない」
t

い

う時代主就い
て 、
そ
のと
き
の

抑
当者がAz
て
もい
る 。
ゴ
ルバ
チ

ョ
フが
米目
す
れ
ば 、
プ
ラグマ
チ

ッ
ク
な
人
だか
ら 、
すご
く日
本
び

い
きに
なる
と
思
うけ
れ
ど 、
ロ
シ

ア・
イン
テ
リゲ
ン
チ
ャ
は 、
kn・か

ら
西
洋b志
向い
て
い
る 。
私はお
と

と
し
も
去
年
も
今年
も 、
ソ一地に
行

っ
て
い
る 。
去
年 、
お
と
と
し
は
作

家同
盟の招
待
だっ
た
の
だ
が 、
ピ

ザ
を
拒
否さ
れ
た 。
ソロ
ビヨ
フ
大

使
（
当
時）
とか
け
合っ
て
ピ
ザを

出
さ
せ
たが 、
上
の
方に
まだ
そ
う

いi
う

体時か
伐っ
て
い
る
非
常に
は

っ
き
りし
た
例
証だ 。

和国

木村（
治）
さんがおっ
し

ゃ
る
よ
うに 、
ソ

迎外務省の
中に

は
まだ
山ヤ
タ
イ
プ
の
人がレ
て ‘

レ
ろい
ろ
問題が
あ
る
よ
うに
思
う

け
れ
ど 、
た
だ

ん円俗的
治峨とい
う

点
で
は
日ソ
t
も
あ
まり
大
き
く
変

わ
ら
ない 。
従っ
てこ
こ
は 、
政
治
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出家が
政治
的に
決
断し
てい
か
なり

ジ
れ
ば
な
ら
ない 。

｛

今
弁
私なんか
は 、
ソ
述に
m

mw
学し
て
も
で
きる
だ
け 、
日

本大使

R
舘に
は
近づ
か
なかっ
た（
笑い） 。

p
た
まに

大使館
の
中に
入
る
t 、
館

員は
ソ
述
人
の
悪口
ばか
り一言っ
て

い
る 。
こ
れ
で
対ソ
外
交が
う
ま〈

い
く
は
ずが
ない 。

ーl日
本
外務
省
の
体
質も
ある

の
で
は
ない
か 。
強制は
ド
イ
ツ
派

が

主流で 、

戦後は

米国派が
主流

だ 。
ソ
速
を
やっ
てい
る
人
た
ち
は 、

傍流に
mぬか
れ
て
き
た 。

西
村

外務省の
役
人に
し
ろ
政

治家に
し
ろ 、
わ
れ
わ
れ
国
民が
彼

ら
を
捕食っ
た
り選
ん
だ
り
し
てい
る

わ
け
で 、
国民
感情t
は
無
縁
では

ない 。

外務省が
駄
目だ
とか
自
民

党
の一
部が
駄
目だ
tか 、
批判ば

か
り
し
てい
て
は
足
元
を
す〈わ
れ

zv 。
｜｜
来
年四月
中
旬の
「ゴ
ルバ

チョ
フ
訪
日」
の
膝

巾街意義を 、

Hと
う必dえ
た
ら
よい
か 。

和
国
ソ
述
邦が
で
き
てか
ら 、

最高指導者が
訪日
す
る
の
は
最
初

だ
か
ら 、
そ
の

意味で
膝
史的
なな

義が
あ
る 。
ゴ
ルバ
チョ
フ
が
やっ

た
最大
のペ
レ
ス
トロ
イ
カ
は
対
外

関係ぜ 、
アジ
ア
では 、「
中ソ」 、「
緋

ソ」
tE
解
決し
て
きでい
る
の
で 、

残っ
てい
る
の
は
「
日
ソ」
だ
り 。

こ
こ
は
彼の
面
白にか
け
て
も 、
円以

前の

決断を
し
て
欲しい 。

過
去
五
回
逃
が
した

訪
日
機
会

木
村（
汎）
ゴ
ルバ
チョ
フ
はい

ま
ま
でに
訪日
の
チ
ャ
ン
ス
を
五
回

逃が
し
てい
る 。

古記
長に
なっ
て

初
期
の
tきに
来れ
ば
表
敬訪
胆L 、

お
土
産は
少
な
く
て
す
ん
だ 。
二
度

目に
来

語械事
件
tか
スパ
イ
合

戦が
行わ
れ
る
前。
日
ソ

関係が
少

し
上

昇機運に
あっ
た
と
きに
市氷
れ

ば
よかっ
た 。
三
番
目は

忠独
政

権
tい
う
安
定
し
た
政
織の
と
きに

米てい
れ
ば一
磁
の
取
引が
で
き
た

のに 、
そ
の
あ
t日
本の
政
局が
不

安定化し
て 、

究渉相手が
准だか

分か
ら
な
く
なっ
て
し
まい 、
中
曽

根か
ら
金
・九
竹
下 、
小
沢 、

安倍

に
行
くべ
きか
混
然
tし
た
状態に

なっ
て
し
まっ
た 。
四
番
目に
昭
和

天
皇の
ご
大
葬
の
と
きに
来てい
れ

ば 、
ポ
ケッ
トに
入
れ
て
〈る
香
典

も
少な
く
て
す
ん
だ 。
五
番
目に
こ

れ
がい
ち
ば
ん
大きい
が 、
民
族
問

題が
蝋
出
し
て
きで 、
彼が
領
土
問

題
を
解決し
よ
うと
思っ
て
も 、
返

せ
ない
状
況に
なっ
た 。
エ
リ
ツ
ィ

ン
の
よ
うに
日
本
側に
受け
入
れ
ら

れ
ない

北方領土
の
五
段
階
返
還咽

の
よ
う
な
もの
を
安易に
持っ
て
米

る
と 、
誰
も
成
田
空
港に
見
送
りに

行か
な
く
て 、
来なかっ
た
ほ
うが

よかっ
た
とい
うこ
とに
な
る
（
笑

と 。
外交で
点
を
稼い
で
き
たゴ
ル

バ
チョ
フ
が
初め
て 、
外
交
上
成
果 汎氏

を
上
げ
ずに
本国に
婦ら
なけ
れ
ば

な
ら
な
く
なるか
もし
れ
ない 。

中
値鴫
そ
の
とお
り
で 、
わ
れ
わ

れに
とっ
て
日
ソ
関係は
もの
すご

〈
大
きい
し 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
訪日

も
大
きい
が 、
ソ
速か
ら
見る
と
来

た
し
て
そ
ん
なに
大
きい
ものか 。

ゴ
ルバ
チョ
フに
なっ
てか
ら
大
き

い
の
は 、
今
回解
決し
た
東
ド
イ
ツ

の
問
題 、
去
年
以
米の
東
欧
変
革
仕

掛剖り
人
仁
なっ
た
と
思わ
れ
る－
速

の

東欧訪問
も
う一
つ
は
去
年五

月の

中薗訪問だと
思フ 。

西
村
ゴ
ルバ
チョ
フ
が
来なか

っ
たこ
tに
よっ
て 、
彼の
重
圧に

なっ
てい
る
面は
確か
に
あ
る
が 、

その
点
を
あ
ま
り
強
調し
過
ぎ
て 、

何
もか
も
そこ
でいっぺ
んに
解
決

し
な
け
れ
ば
な
らん
t 、
わ
れ
わ
れ

が
期
待
す
る
の
もい
り
ない 。
とに

か
く
気
軽に
来てご
ら
ん
な
さい 、

tいP
ZR
持ち
も
持っ
てい
てい
い

と田ザフ 。今弁

木村

ロ
シ
アの

指導者
や
改準佐藤経明氏

派
は 、
西

欧字表で
E
うし
て
も西

側
を
向
〈 。

今度のゴ
ルバ
チョ
フ

訪
日
は 、
西
向き
の
y
速が
初め
て

グ
ロ
ーバ
ル
に
極
東に
も
足を
伸ば

し
て
〈る一
つ
の
大
き
な
転機だ
ろ

う
t
私は
見てい
る 。
アジ
ア・
太

平洋圏て
日
本とパ
ー
トナーシ

ッ
プ
を
組も
うt
呼
ぴ
掛げ
て
〈る

だ
ろ
う 。
こ
れか
ら
問わ
れ
る
の
は 、

米
国か
ら
雌
れ
た
と
こ
ろ
で 、
日
本

人
自
身が
世
界の
政
治に
E
う動り

る
のか
tい
うこ
t
で 、
ゴ
ルバ
チ

ョ
フ
の
能力テス
ト
では
な
くて 、

日
本人
の

国際感覚
や
国

際政治能

力が
問わ
れ
る
機会
だ
と
思
う 。

佐
甜層
ソ
速は
ア
ジ
ア・
太
平洋

国にエ
ン
トリ
ー
し
たがっ
てい
る 。

臨削か
ら
ずっ
t
絞い
た
対米 、
対

欧州志向が 、
アジ
ア・
太
平洋に

向か
う
ため
の
糸口
をつ
り
る
tい

う
意
味
で 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
訪日
の

意義は
大きい 。
しか
し 、
エ
ン
ト

リ
ー
の
入

場券を持っ
てい
る
の
は 、

日
本
だ 。
日
本に
は一
つ
のパ
l
ゲ

ニ
ン
グ・
パ
ワ
ー
が
あ
り 、
ソ
逃が

二
十
年内、
らい
の
視
野
で入
れ
る
よ

うに
ド
ア
を
聞
け
て
やる・』
と
は
日

本
は
も
ちろ
ん 、
ソ
述の
経済や
対

外政策に
とっ
て
大
きい
意味を
持

つ 。木
村（
浩）
ゴ
ルバ
チョ
フ
訪日

を
迎
え
る
日
本
側の
体
制が 、
い
ち
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ば
ん
問わ
れ
る
と
間三
国
民
感情

の
問山崎が
大
きい
の
で 、

戦後一
貫

し
て円
本
人
が
い
ち
ば
ん
嫌い
な
国

は
ソ
述
だっ
た 。
逆に
向こ
うは
去

年の

噛梨恭＼
い
ち
ば
ん
好
き
な
図

は
日
本が
ト
ッ
プに
なっ
た
とい
う

話が
あっ
た
り
れ
E
色 、
こ
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
非
常に
大
きい 。
こ
の
春か

ら
例の
シベ
リ
ア
抑
信者の
問
題が

出た。
そ
れか
ら日
ソ
申立
条
約
を

無後
し
て
攻め
込ん
で
き
た
tい
う

問也 、
日
本の
対

話郁
を
変
え
る

に
は 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
は
そこ
を
は

っ
き
り
させ
な
げ
れ
ば
駄
呂
だ
と
思

う 。
日
本
側
も 、
そ
れ
は土日のこ
と

だか
ら 、
とい・

品産で
は
い
り
な

い 。
公
の
場
で
そ
の
問胞
を
はっ
き

り
出
すべ
き
だ 。「カ
チン

の森事
件」

なんか
も 、

最終的に
は
ソ
連
も
認

め
た
ん
だ
か
ら 。
ま
ず
そこ
が
岡
国

のノ
ーマ
ル
な
関
係の
出
発点に
な

る
t
思
う 。
い
ま
ま
で
その
問
題が 、

政
府間レベ
ル
で
お
しA口わ
れ
た
こ

t
は
ない
と
思うの
で 、
日
本
の
中

で
も
統一
見
解
を
ぬし 、
ソ
巡側に

も
その
問山閣
は
避け
て
通
れ
ない
ん

γ
だ
とい
うこ
t
を 、
あ
らか
じ
め
は

一
っ
き
り
知
らせ
るべ
き
だ 。

似
佐
藤
私
も
震だ 。
あ
れ
だ
げ

R
ス
タ
ー
リン
批
判
を
やっ
てい
る
な

P
ら 、
例え
ば
シベ
リ
ア
抑

留問題に

つ
い
てy
述
の

最高指導者
が
遺憾

の
立
を
表
明
する
の
は 、
領土
問紐

解決の
入
り円
と
し
て
も
当然
やる

ぺ
き
だ 。

和
田
た
だ
問題は 、
円
本
とソ

辿の
こ
の
間
の
戦
争
を
E，
P評
価す

るか
だ 。
日
本か
ら
見る
と 、
ソ
述

は
火
事

場泥棒t
rフこ
とに
なる

が 、
歴
史
的に
見る
t
あ
の
戦争
は

米国や
中薗に
対し
て
やっ
た
戦
争

の一

環で
ある
こ
t
は
否定
で
き
な

い 。
ポ
ツ
ダム
立
言を
発
し
た
四カ

国の一
つ
が
ソ
述
で
あ
る
こ
と
は
事

実で 、

中立

条約破棄の
問勉
は
あ

る
り
れ
E
も 、
ソ
速が
参戦し
たが

ゆ
えに 、
日
本・はポ
ツ
ダム
宣
言受

諾に
寧
部は
動い
た
し 、
天
皇
の
聖

断も降
り
たこ
と
は 、
田健
史
家が
大

体
認
め
てい
る
事実だ 。
ソ
述の
参

戦
を
あ
の
戦争か
ら
全部
切
り
雌す

こ
と
は
で
き
ない
だ
ろ
う
し 、
ソ
速

側も
こ
の、』
と
は
綴
ら
ない
点だ
ろ

う 。
しか
し 、
その
う
え
でい
ろい

ろ
問飽
が
ある
こ
と
は
明
らか
で 、

シユ
ムシュ
苫守）

ねを攻怒し

た
点 、
こ
れ
は
ほ
と
ん
どス
タ
ー
リ

ン
の
犯
罪だ
と
思
う 。

9Aロ
同慰

温
祭を
やるべ
き
だ 。
そ
し
て六
十

万
人
のシベ
リ
ア

抑留開凶に
つ
い

て 、
。コ
山川パ
チヨ
フ
はス
タ
ー
リン

の
政
策
と
結
びつ
け
て
はっ
きり
し

た
表
明
を
する
こ
と 。
さ
らに
四
九

年に
行わ
れ
た
戦
犯
の
問題仁つ
い

て 、
再
審を

要求すべ
きだ 。
こ
の

三つ
の
点はど
う
し
て
も
や
ら
な
げ

れ
ばい
け
ない
と
思
う 。

ヲ工芸要
釣けをで｜｜ゴ

ルバ
チョ
フ
は
訪日
の
さ

い 、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
立
ち
寄り 、

日
本
人
暮
地に
献花
する
話が
進ん

でい
る 。
また 、
日
本
人
抑

留者名

簿と
日
本
人
墓
地
所
在
名
簿が
発
見

さ
れ
た
の
で 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
が
携

行
する
こ
kに
なる
応様だ 。

西
村
そ
うい
うこ
t
は
非常に

結構で
大い
に
やるペ
き
だ
が 、
そ

れ
よ
り
も
日ソ
が一
つ
の
締神
的
価

値を
共
布
する
こ
とが

市川先ん
と
思

う 。

外宅仰か
ら
見る
と 、
企
訟の

イラク
の
ク
ウェ
ー
ト
佼略に
対し

て 、
日
ソ
が
共
同
戸明
ぞ
出
し
た
の

が一
つ
の
好い
例だ 。

11日
ソ
両
国が
解
決
を
迫
ら
れ

てい
る
経

済問題は
Hと
うか 。

佐
藤
日
y
sd割の
虫
は

総顎L

六
O
依J

前後で 、
八
0
年代に
入

っ
てか
ら
ずっ
t
横ばい
だ 。
し
か

し 、
y
述
は
大
き
な
資撤
回だ
し 、

経
済ペ
レ
ス
トロ
カが
成
功
し
た
ら 、

大
衆消

費社TAZの
入
円に
入っ
てレ

る
社会
だか
ら 、
ソ
速の
市
場
は
大

きい 。
当
面 、
一
O
O
億J
か
ら一

二
O
徳J
の
商

品借款の
対ソ
供
与

に
よっ
て

過剰流動性を
吸
収 、
マ

クロ
経済バ
ラ
ン
ス
を
回
復し
て 、

改革が
実
行
で
きる
基盤
整備
を
す

る
以
外に
E
う
し
ょ
う
も
ない 。
軍

事ク
ー
デ
タ
ー
を
口い
取る
t
考
え

た
ら 、
む
し
ろ
安い
も
の
だ 。

木
村（汎）
領
土
問地は
日
本一が

ソ
述に
要求し
てい
る
問題
で 、
経

済問題
は
ソ
速が
日
本に
要
求し
て

い
る
問題
だ 。
結
局、
こ
れ
の
取
引

に
なる
と
思
うの
だが 、
西
独
や
米

国は
日
本よ
り
や
り
←々が
う
まい 。

先に
与え
た
あ
t
で
必
ず
取
れ
る
よ

うに
し
てお
く 。
ゆ
る
やか
な
リン

ケ
ー
ジ
（
連
関）
で
やっ
てい
る 。

品川を
釣る
と
きに 、
エ
ピ
だ
け
で
タ

イ
を
釣
ろ
う
と
する
の
は
無
限
で 、

ま
ず「
ま
き
餌」
を
まい
てお
く（
笑

い） 。
そ
れ
が
生
き
て
くれ
ば 、
捨て

る
こ
t
に
は
な
ら
ない 。

佐
藤
私がハ
ン
ガ
リ
ーに
い
た

と
き 、
ハ
ン
ガ
リー
の
新
聞が
「コ

lw
は
ド
イツ
統一
を
口い
取っ
た」

と
大
き
な
見出
し
で
nい
てい
た 。

そ
れ
を
よ
そ
の
図が
苫
うの
はい
い

が 、
自分
で
言っ
ち
ゃ
い
か
ん 。

今
井
そ
う
そ
う 。
「
ま
き
僻」っ

てい
うの
を
日
本
人
が
言っ
ち
ゃ
い

け
ない（
笑い） 。
シベ
リ
ア
を
口
本

と
リン
ケ
ージ
し
て 、
新しい
産業

地
借に
し
たい
とい
うプ
ラ
ン
が 、

y

述国自L

具体的に
なっ
てい
る 。

Jゴ
ルバ
チョ
フ
は
恐
ら
〈 、
そ
うい

う
案
も
持っ
て
〈る
と
思う 。
日
本

は
そ
れに
対
応する
民
間の
動
きも 、

合
わせ
て
進め
てい
い
の
で
は
ない

．力
西
村
他の
アジ
ア
浦岡
た
t

－え
ば
巾由
なんか
t
述フ
の
は 、
日

本はソ
速に
対し
て
経
済援
助
を
与

え
ね
ば
な
ら
ない
道
義的
責
任は
な

い 。
結
局 、
ロソ
の
相
互
理
解
を
促

進
す
る
た
め
の
媛助
な
り
経
済協
力

・とい
うこ
とに
なる 。
こ
れに
は
緊

急援助
t
長
期
的
な
緩
助
の
二
つ
が

与え
ら
れ
る 。
ペ
レ
ス
トロ
イ
カ
を
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成
功さ
す
ため
の

緊急援
助
につい

ジ
て
は 、
なか
なか
汁
算し
切
れ
ない

←
t
思
う 。
日
本と
し
て
は
長
期
的
な

の
援
助つ
まり 、
生
産施
ぷ
の

近代化

何
よ
り
も 、
イン
フ
ラス
トラ
ク
チユ

ア（
経
済
基盤） 、
公
害
対策tいっ

た
而につ
い
て 、
財
政
資令
そ
の
他

の公
的
支
援で
民
間
活
動
を
啓発
す

る 。
あるい
は
技術
移転
を
進め
る 。

桜
京
地
域の
「
経
済特
区」
t一言っ

て
も 、
回り
の
イン
フ
ラが
全
然な

に
もつ
t
長
期
的に 、
ソ
速の
市

場経済が
進ん
で 、
日

本企業の
資

本が
どん
どん
入っ
てい
くよ
う
な

条
件をつ
くっ
てい
き ‘
そ
れ
を
政

府が
ある
程
度バ
ッ
ク
アッ
プ
する

彩がい
い
t岡崎
う 。

今
弁

米国が

必字財
政
で
も 、

．ゴ
ルバ
チョ
フ
を
援
助
す
る
の
は 、

長
期
的に
見
て ．ゴ
ル
バ
チョ
フ
政権

が
推進
し
てい
る
政
策を
支
持し
な

い
とツ
ケ
が
回っ
て
くる
計
算だ
ろ

う
t岡崎
う 。

西村
先
生
のお
訴は 、

経
済的バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
れ
ばとい

う立
昧
での
相互
利錐
だ
が 、
霞
体

の
隣同が
ドと
う
変わるか
は 、

経済

バ
ラ
ン
ス
だ
け
じ
ゃ
な
し
に 、
そ
の

川が
ど
うい
う性
僚の
同に
なるか

で 、
A
法の
n
本の
外交
な
E
に
彬

浮し
て
くる 。
ゴ
ル
バ
チョ
フ
が一

指導将
t
し
て 、
成
功
す
るか
失
敗

官、めi
i

j
jvf
izzm

 

す
るか
以
上に 、
日
本
の
将
来の
政

話が一
台 。

策に
どの

程度利益が
あ
るか
が
重

ない 。

要だ
t田ザ
『，tv

ゴ
ル
バ
チョ
フ
とい
う

歴史的
人

物が
持っ
てい
る

可能性砂争えて 、

こ
れ
を
利用
する
tか
支
え
て 、
日

ぶ・
の
目
の前の
大
国の
民
主
化
tか

自
由
化を
促
進する

針算も
あっ
て

い
い
の
では
ない
か 。

木
村（
浩）
た
だ
私
のゴ
ルバ
チ

ョ
フ
に
対
す
る
評
価は 、
非
常に
低

い 。
メ
ー
デ
ー
のス
ロ
ー
ガン
が
も

t
で 、

大統領不
敬
罪の
歳
判が
始

まっ
たが 、
こ
の
期に
及ん
で
そ
ん

な、』
t
を
やる
体
質は
相当に
ひ
ど

い 。
ソ
迎に
即刻
やっ
て
も
らい
た

い
の
は 、
コ
ミュ
ニ
ケー
ショ
ン
の

凶
だ 。
危
活が
こ
ち
らか
ら
自
由に

か
け
ら
れ
る
よ
うに
なっ
たが 、
向

こ
うか
らは
ダ
イレ
ク
トにか
げ
ら

れ
ない 。
フ
ァ
ク
ス
b
そ
うだ 。
あ

の
大『ア
ガニ
ヨ
l
ク』
誌
でさえ 、

泌外に
自
由にか
け
ら
れ
る

自動電

フ
ァ
ク
ス
も一
台
しか

大統領でも
片づかない領土問題

｜｜
領土
問題につ
い
て
は 、
E

－
フ申72・えるか 。

木
村（汎）
日
本
主ソ
連の
聞に

血が
通い
会
うに
は 、
の
E
に
突
き

刺さっ
た
トゲ
を
抜か
ねば
な
らな

い 。
「ソ
述の
偽戚」
を
打ち
消
す
シ

ン
ボ
ル
とし
て
の
四
島返
還の
意
味

を 、
そこ
に
含め
る
な
らば 、
「
私の 西村文夫氏

国は
非常に
大きい
か
ら
返し
て
あ

げ
ましょ
う」
とい
うこ
とが
あっ

て
もい
い
の
では
ない
か 。

西村
日
本は
戦後、

平和外交

を
糠携
し
て 、
対
外
関係は
暴力と

か
戦争に
訴
え
ない
こ
と
で
やっ
て

き
た 。
こ
の
際 、
ソ
連
側は 、
ス
タ

ー
リン
の
拡

張字表政策
を
清算し

た
の
だ
tい
うはっ
きり
し
た
証拠

を
見せ
る
こ
tが 、
日ソ
の
A←ふ似の

関係に
tっ
て
仏大に
重
要な、』
と

だ 。
ゴ
ルバ
チョ
フ
は
四
島
返
還
を

決断
し
て
も
らい
たい 。

利回
日
本は
四
ぬ返
還
を
主
狼

し
てい
る
が 、
ソ
述と
し
て
は
五
卜

六
年に
戻っ
て 、
こ
ね
返
還か
ら出

発
する
しか
ない 。
だか
ら
四
角t

二
ぬの
聞で
解決
する
しか
ない 。

四
ぬとこ
島の
間
て

妥事」
解決

す
る
t
なっ
た
ら 、

択捉 、

国後は

ソ
迷
領の
ま
ま
で
四
角を
共
同
懇話

tし 、
非
武
装化し
て 、
自
由往
来

を
図
る

方法で 、
解決
する
道が一和国春樹氏

っ 。
も
う日
つ
は 、
コ

πPL
解決す

る
tい
うニ
t 。
た
だ
し
ソ
述仰に

し
て
み
れ
ば 、
4一
ぬか
ら
三
島に
崎町

み
出
し
てい
〈に
もい
ろい
ろ
時古

が
ある 。
ロ
シ
ア
共
和
国が
主
権内只

ぷの
中で 、
領上
の
変
更に
は
国民

投票が
必
要だ
t
決め
た 。
民
族
問

題
tか
民
主
主
義が
進ん
で 、
ゴ
ル

バ
チョ
フ
が
共

産光吉
荏誌の一
作

で
やる
こ
と
が
で
き
ない 。
だか
ら 、

ゴ
ルバ
チョ
フが
来日
し

た段階て

段
低二
島は
返すこ
t
をソ
述は
n

本に
はっ
き
り
約束し
て ．
その
う

え
でソ
述が
プ
ラス・
アル
フ
ァ
を

つ
り
る
ため
に
賀市品
期
間
を
泣
き 、

三
年後 、
五
年後に

千和条約
を
結

ぶ
tい
うこ
の
間出
て
き
た
支は 、

一
つ
の

妙案で
ない
か
t回ザフ 。

佐
藤
ゴ
ル
バ
チョ
フ
を
は
じめ

向こ
う
の
為政
者
と
し
て
は 、
日
本

関係を
改善し
た
らこ
れ
だ
け
よ
く

なる
ん
だ
tい
う説
得
力が
必
要、

と
思
う 。
そこ
に
配
慮
すべ
きだ 。

木
村（
浩）
た
だ
t
り
あえ
ずニ

品、
あ
t
二
島につ
い
て
は
うん
ね

ん
とい
うこ
t
だ
と 、
し
こ
りが
残

る
t
思
う 。
スパ
ッ
t
四
島
返
すこ

とが 、
u
ソ
関係の
新しい
発
展に

つ
なが
る 。
その
場合
閥
均にい
る

ソ
述
人に

永件橘を
与
え
てい
い
ん

じ
ゃ
ない
か 。
あそこ
で生
ま
れ
た
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人
もい
る
の
だ
か
ら 、
日
本に
返し

て
も
らっ
た
と
た
んに

令部追い
出

す
とい
うの
は 、
そ
れこ
そ
人
道
問

題に
もか
か
わ
る 。
い
ま
ま
で
そ
の

議論が
なさ
れ
てい
ない 。

中
嶋
四
均一
括
返
還が
実
現で

き
れ
ばいい
が 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
訪

η
で
すん、
実
現
す
る
わ
けに
はい
〈

まい 。
日
本は
戦
争に
負け
て 、
ソ

述に
取
ら
れ
た
の
だ 。
い
か
に
不当

で
あっ
て
も 。
そ
し
て
戦
争に
負
り

た
凶が
い
ま
や
世

界故大
の

仙術闘

で
あ
り

投宜喝
そ
れ
が
領土
ま
で

戦比例に
復す
る
こ
とが
持つ
国
際的

芯味
をPJえる
t 、
やは
り
日
本が

あ
る

m何度抑
制
す
る

時塑し
は
ない

か 。
こ
れか
ら二
十一
世
紀に
か
り

で
は
「
民

際外究－
なんか
が
非
常

に
大き
く
なっ
て
〈る

時代だ 。

今
弁
ゴ
ルバ
チョ
フ
は 、
見
返

り
が
どん
な
も
のか
兄に
来る
と
思

う 。
そ
の
意味で
も 、
日
本がゴ
ル

パ
チヨ
フ
のペ
レ
ス
トロ
イ
カ
路
線

を
維
持で
き
る
よ
う
な
物
質
的 、
経

済的パ
ッ
ク
に
つ
い
て 、
彼が
喜ん

で
帰れ
る
よ
うなも
の
を
そ
争え
て 、

その
対
価t
し
て
の
領土
問
題
の
は

っ
き
り
し
た
返
還
論を 、
時
間が
か

かっ
て
も
約束させ
る
こ
とが・
ま

言
書室
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必担

白井久也氏

｜｜ゴ
ルバ
チョ
フ
大
統領に
対

する
提
言
をお
願い
し
たい 。

佐
藤
日
本
国民
の
心
理
的
なわ

だか
まり
を
解
〈、』
と
を
品r，Yえ
て 、

是非
と
もシベ
リ
ア
抑

留問題に
つ

い
て 、

進憶の
立
を
表
明
し
て
も
ら

い
たL 。

木
村（汎）
第一
は
シベ
リ
ア
抑

留

問題で
遺俸
の
立
を
表し
て 、
何

らか
の

具体的
なこ
と
をフ
ォロ
ー

アッ
プ
する
行
為が
と
られ
るこ
と 。

二つ
自は
北
方
四ねに
展
開し
てい

る

軍事力
の
撤去。
三つ
日は
領七

問題
の
存
在

やさ識
の
士
事で
公

的に
日
本
政
府に
対し
て
明
確に
し 、

か
つ
五
六
年の
日
ソ
共
同
宣
言
の
線

に
戻る
こ
t 。
あ
と
の
二
おは
平和

粂約
を
目指し
て

交渉を
絞り
てい

く
形で 、
明
確なメ
ドが
ある
よ
う

な
も
の
を
共
同コ
ミュ
ニ
ケに
仙台き

込
み 、
そこ
か
ら
後退
し
ない
保障

を
し
て
も
ら
うこ
と
だ 。

今
井
政

誼宰と
の
接触だ
け
で

な
く 、
各
層のい
ろ
ん
な
国
民に
接

し
て
日
本
を
知っ
て
も
らっ
て 、
同

時に
日
本人
も
ソ
迷は
あ
あい
う
大

統領が
出
て
〈る
国だ
とい
うこ
と

を
知っ
て
欲しい 。

和
田
ゴ
ルバ
チョ
フ
は
訪
日
の

前に 、
エ
リツ
ィ
ン
t
意
見
を
調鐙

し
て
む
ら
たい
（
笑い） 。

中
嶋
何削k
問組
は一
O
O
年で

も
二
O
O
年で
も
待つぺ
き
だ
tい

う
意見が一
部に
あ
る
け
れど
も 、

第二
次
大
戦の
処
理
は

今世紀中に

し
な
げ
れ
ば
い
り
な
に
その島
義

で
日
ソ
双方
と
も
そん
なに
時
間は

t、。
e’e，、木

村（
浩｝
た
だ一
つ

危棋が
あ

る
の
は 、
こ
う言つ
て
は
不
渡
恨か

も
し
れ
ない
が 、
米
年
四
月
ま
で
彼

が
あ
のポ
ジ
ショ
ン
を
保っ
てい
ら

れ
る
か
ど
うか（
笑い） 。
こ
れ
は
冗

談で
は
な
く
て 、
モ
ス
ク
ワ
の
イン

テ
リ
た
ち
む
そ
の
危
似ぞ
持っ
てい

る 。
ゴ
ルバ
チョ
フ
ばか
り
じ
ゃ
な

く
て 、
相
手は
y
連だ
tい
うス
タ

ン
ス
を 、
品川に
考え
てい
なけ
れ
ば

な
ら
ない
と悶V7 。

西
村
妥
す
る
に
ソ
塊か

「新政

治
思考」
の
何物た
る
か
を
ち
ゃ
ん

t 、

現実に
実
行
す
れ
ばい
い
だ
け

の
話 。
い
ま
ま
で
のス
タ
ー
リン
主

義的な
も
の
を
本当に
やめ
た
とい

うこ
と
をね 。

ーl長
時間
E
う
も
あ
りが
t
う

ご
ざい
まし
た 。
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